
3歳のあきらくんは、最近、台所のお手伝いをしたがります。

お夕飯の準備で、お母さんが、台所に立っていると、

「あっくんもやるー。」ととんできました。

「だめだめ、急いで作らなきゃならないから。」

とお母さんが言うと、あきらくんは、

ふくれっ面でテレビのほうに走っていきました。

「やりたがることをやらせないと、いろいろなことへの意欲が

育たないんじゃないかしら・・・？」

お母さんは、不安になってしまいました。

こんなことありませんか・・・？

ワーク１
あきらくんのお母さんのような経験はありませんか？

お子さんの「やりたい！」「自分で！」という要求に対し
て、困ったことや迷ったことを書き出しましょう。

やる気を伸ばすには？

プログラム１５ やる気や自主性を伸ばす
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◇他の方の意見をメモしましょう！

いいね！いいね！

ワーク２
お子さんが自分でやりたがったときに、意欲的に活動

させることができた声かけや接し方を、書き出してみま
しょう。

今日気がついたこと、わが家でもやってみようと思ったことは何でしたか？

今日からぜひやってみてくださいね。お疲れ様でした。

「自立心のある子どもに育てたい」「甲斐性をつけたい」
と願うのが親の常。子どもの意欲を大事にしたいのはやまや
まじゃが、いつも子どもの要求に合わせて対応してやること
は難しいな。
そんなときは、頭から「だめ！」と言わずに、せめて、子

どもの思いだけは聞いてやってな。

※

※甲斐性→物事をやり遂げようとする気力、根性
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子どもが「やる気」になる３つの言葉がけ

資料編

毎日の生活の中で、親の言葉がけは、子どもの成長にとってとても大き
な役割をもっています。子どもの「やる気」を伸ばすために心がけてみ
ましょう。

子どもができるようになったことを褒めましょう！

「しっかりできたね」「よくがんばったね」「とってもうれしいよ」

「すごいね」「最後までがんばった〇〇ちゃんが大好きだよ」

子どもができなかったときは励ましましょう！

「大丈夫、できるよ」「もう一度やってみよう」「もう少しだけが

んばってみよう」「いっしょに考えよう」

子どもと一緒に遊んで感動を共有しましょう！

「〇〇ちゃんがつかまえた虫、かっこいいね」「〇〇ちゃんが育

てた花、きれいだね」「自転車、上手に乗れたね」「こんなこと

もできるようになったんだね、うれしいよ」

子どもの「やる気」は、日常の生活の中で育まれます。
子どもと一緒に過ごす時間を大切にしましょう。

プログラム１５ やる気や自主性を伸ばす
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資料編

やる気や自発性を伸ばすために、
「話そう！語ろう！わが家の約束」実践カードを活用しましょう。

「約束」ができ
たら、たくさん褒
めてやる気を伸ば
しましょう！
できなかったら、

たくさん励まして
自発性を伸ばしま
しょう！

岐阜県のHP
から、ダウン
ロードするこ
とができます。

プログラム１５ やる気や自主性を伸ばす

-124-


